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⑵

【年齢別】16歳以上（一般）のみ 
　16～19歳　　12.0％ 

　20～29歳　　13.0％ 

　30～39歳　　14.0％ 

　40～49歳　　16.0％ 

　50～59歳　　17.1％ 

　60～64歳　　13.9％ 

　65歳以上　    13.9％　 

　将来の八郷町のイメージをお聞きした

ところ、グラフ４のような結果となりま

した。

「自然環境と共生した、ふるさとの歴史

や文化を育んでいくまち」が39.8％と最

も高いポイントを占め、「花・緑・観光

果樹園や田園風景を生かした観光レクレ

ーションのまち」が 25.9％となりました。

児童・生徒の回答も一般の方の回答に近

い結果となりました。

　今後のまちづくりや開発については、

「緑や田園風景を生かした、観光・交流

のある地域」を選んだ方が多く（グラフ

５）、都市の利便性をある程度必要とし

ているものの、自然保護を前提に開発を

行う場合においては、ルールの範囲内で

自然や住環境と共生・調和したものでな

ければならないという声が多くなってい

ます。

　また、市町村合併の論議が本格化した

中で、合併を見据えた将来像をお聞きし

た問では、７割以上の方が「八郷町の特

徴である緑や田園風景を守り、他地域に

ない魅力を創出し、誇りを持って特色の

ある地域づくりを目指すべき」と回答さ

れ、イメージやまちづくりの回答と関連

した「自然環境」の重要性がうかがえま

す。町をとりまく環境は、北関東自動車

道、幹線道路のトンネル化、つくばエク

スプレスなど大型プロジェクトが進行し、

今後めざましい変貌をとげることが予想

されます。こうした中で八郷町は、地方

分権の本格化、少子・高齢化社会の到来、

市町村合併など様々な課題に対し適切な

対応が望まれています。 

　町の最大の魅力、財産でもある「自然」

を保全しつつ住みやすい環境づくりに努

め、健やかに人々が暮らせるまちづくり

を進めるため、今回行った調査結果をは

じめ、みなさんからいただきましたご意

見やご提案を生かし、将来のまちづくり

に積極的に取組んで行きます。 

 

　調査対象となられたみなさん、区長、
班長のみなさんには、お忙しいところご
協力をいただきありがとうございました。  

町の将来のイメージ（グラフ４） 

今後のまちづくり（グラフ５） 

３町の将来イメージ・まちづくり 
 

●問い合わせ先　役場企画課　内線1323

「住民意向調査」（アンケート）についての集計結 

定を進めている第６次八郷町総合計画に反映させて 

や情報通信革命、さらには環境問題などへの適切な 

どのように描き、土地利用や産業振興などをどのよ 

いて、町内の16歳以上の7,262人の方と、町内小学校 

象に実施しました。 

 

 

の結果について 

外円：一般 
内円：児童生徒 

農地や集落など 
これまでどおり 
の農業を主体と 
　する地域　 

　　　　15.8％ 

その他 
1.1％ 

にぎやかな商業を主体 
とする地域 
　7.8％ 

工場や事務所 
が多い工業業 
務地帯 
　３.0％ 

都市の利便性を 
備えた住宅のあ 
る地域 
　　　18.1％ 

文化・教育 
施設がある 
文教の地域 

10.5％ 田園風景を生かし 
文化交流のある地域 

43.8％ 

花、緑、 
観光果樹 
園や田園 
風景を生 
かした観 
光レクリ 
ェーショ 
ンのまち 
25.9％ 

65歳以上 
13.9％ 

60～64歳以上 
13.9％ 

50～59歳以上 
17.1％ 

40～49歳以上 
16.0％ 

30～39歳 
以上 
14.0％ 

20～19歳 
以上 
13.0％ 

16～19歳以上 
12.0％ 

都市の利 
便性を備えた 
住みよいまち 

16.7％ 

　　　　　　自然環境 
　　　　　　と共生し 
　　　　　た、ふる 
　　　　さとの歴史 
　　　　や文化を育 
　　んでいくまち 

39.8％ 

生産を基 
調とした 
農業のまち 
　　　5.8％ 

住宅団地や工業 
団地の地新し 
い機能がバ 
ランス良 
く整備 
された 
まち 

10.7％ 

21.4％ 

6.6％ 45.6％ 

15.0％ 

4％ 
7.4％ 

その他 
　1.1％ 



１町の住みごこち 
　みなさんが八郷町を住みよいところだ

と感じているかをお聞きしました。16歳

以上の一般の方の回答は、｢非常に住み

よい｣ ｢まあ住みよい｣を合わせると

36.2％で、平成10年に実施した調査結果

とほぼ同程度となりました。 

　また、児童・生徒の回答は、一般の方

よりもやや住みよいという結果でした。

（グラフ１） 

　また、定住の意向に関する設問では、

「住みつづける」「当分住みつづける」を

合わせると71.0％となったものの、前回

より9.7ポイントの減少となりました。住

みつづけたい理由としては、「自分の家

や土地がある」「住み慣れて愛着がある」

「自然が豊富だから」の回答が多いもの

の、｢他に移りたい｣理由としてあげられ

た回答は、｢交通・通勤・日常生活が不

便だから｣｢将来的に発展性が期待できな

いから｣が多く、定住に対する薄れの要

因となっているようです。（グラフ２） 

２生活環境・産業 
　みなさんのまわりの生活環境について、

どの程度満足しているのかをお聞きした

ところ、グラフ３のような結果でした。

自然の豊かさは満足度が高いものの、生

活に密接する道路や歩道の整備、バスな

どの公共交通や通勤・通学の便、働く場

や機会の多さなどは不満度が高くなって

います。前回の調査と比較すると、下水

道よる排水処理や日常の買い物の便につ

いては、不満足度が減少してきましたが、

道路交通、就労、公園の整備、教育・福

祉サービスなど、多くの課題を改善の方

向へ導かなくてはなりません。 

　また、町の基幹産業である農業につい

ては、「規模拡大」という回答は少なく、

「現状維持」が前回の調査と同程度の

42.3％となり、方策としては「特産品化」

「環境保全型農業」「担い手の育成」な

どの回答が高いポイントとなりました。

今後の農業経営は、現状を維持したいと

考えているものの、後継者不足や新しい

農業手法への転換などの不安感が感じら

れます。 

　商業の振興では、「観光・レクリエー

ションと連携した経営」「商店街の近代

化や駐車場の整備」が高いポイントとな

りました。 

　工業の振興では、「優良企業の誘致」

「公害・予防対策の推進」が高いポイン

トとなり、町内での雇用確保への要望が

うかがえます。 

⑶

住民意向調査 

満 足 度 の 推 移（平均）（グラフ３） 

道路の幅員 

道路の舗装状況 

歩道の整備状況 

バスの運行状況 

交通安全対策 

通勤・通学の便 

保育所への通所 

幼稚園への通所 

日常の買い物の便  

店の品揃え  

働く場や機会の多さ 

自然の豊かさ 

公園・広場の整備状況 

水道水の供給 

雨水・下水の処理 

ゴミの収集体制 

し尿の収集体制 

教育施設の充実 

スポーツ・レクリェーション施設の充実 

文化活動の機会 

保健サービス体制 

高齢者等に対する福祉サービス 

行政の情報伝達（広報・広聴等） 

外円：今回（一般） 
中円：前回（一般）平成１０年実施 
内円：児童生徒　　　　　　　　 

外円：今回 

内円：前回　平成10年実施 

　平成14年11月から12月にかけて実施しました 

果がまとまりました。この調査結果は、現在策 

いきます。「住民意向調査」は、少子・高齢化 

対応が求められているなかで、町の将来の姿を 

うな方向に進めることが望ましいのかなどにつ 

５年・６年生の児童、中学校全生徒1,673人を対 

 

 
【回答率】 
16歳以上（一般） 

          　　対象者数　　　  7,262人 

　　　　　有効回答数　　 4,484人 

　　　　　回答率　　　　　61.7％ 

　　　　　性別　　　　男性40.7％ 

　　　　　　　　　　　女性59.3％ 

児童・生徒 

　　　　　対象者数　　 　1,673人 

　　　　　有効回答数　　 1,548人 

　　　　　回答率　　　　　92.5％ 

　　　　　性別　　　　男性51.7％ 

　　　　　　　　　　　女性48.3％ 

 

できれば他に 
移りたい 
　９.4％ 
 

どちらと 
もいえな 
い 
　17.4％ 

当分住み 
　つづけたい 
　　　17.0％ 

今後も住 
みつづけ 
たい 
　54.0％ 

ぜひ他に移りたい 
         　２.2％ 

68.4％ 

11.4％ 

6.3 
％ 

12.3％ 

5％ 

定住の意向（グラフ２） 

上段：今回 
下段：前回　平成10年７月実施 （回答を点数化し平均としました。） 

町の住みごごち（グラフ１） 

普通　 
　42.8％ 

やや住み 
にくい 
 

非常に 
住みにくい 
 

非常に 
住みよい 
 

まあ 
  住み 
   よい 

  26.4 

     
％  

16.3％ 

9.8％ 
 

4.7％ 
 

14.0% 
 

45.5% 
 

43.0%

11.1 
  %

4.9 
% 
 

3.5 
% 
 

17.8%

6.8%

30.2% 
 

23.2%

不満 満足 
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⑷

美野里町・玉里村・八郷町・石岡市 
合併協議会 
が設置されました。 

　美野里町・玉里村・八郷町・石岡市の１市２町１村は、それぞれ、４月１０日の臨時議会で 

の議決を得て、平成１５年５月１日付けで、法律に基づく合併協議会を設置しました。 

島田穣一美野里町長　　　　関野和夫八郷町長 
　　　　　　　横田凱夫石岡市長　　　　　鶴町和夫玉里村長 

５月１日に石岡市保健センターで行われた覚書調印式 

　美野里町・玉里村・八郷町・石岡市合併協議会は、１市２町１村の長、議会議長、議会議員及び学 
識経験者からなる39人の委員により構成されています。 
　合併協議会事務局（１市２町１村職員13人で構成）は、石岡市保健センター内に設置され合併に 
向けての本格的作業がスタートしました。 
　今後、合併協議会では、新市の建設計画の策定とともに、合併を行うこと自体の可否を含めた合併 
に関するあらゆる事項の協議を行い、その結果を合併関係市町村に提示していきます。 
　また、合併協議会の会議内容や合併に関する様々な情報を「合併協議会だより」の発行やインター 
ネット・ホームページの開設などにより住民の皆さんに広くお知らせしていくこととしています。 
　なお、会議は公開されますのでぜひ傍聴してみてください。 

茨城県 

上段：面積 
  「平成13年全国都道府県市町村面積調」 

下段：常住人口 
  （平成14年４月１日現在） 

法律に基づく合併協議会 

　市町村の合併に関する法律（合併特例法）では、合併をしようとする市町村は、地方自治法 

の規定により、合併市町村の建設に関する基本的な計画（市町村建設計画）の作成や、その他 

合併に関する協議を行う協議会を設置することとされています。 

　今回設置された「美野里町・玉里村・八郷町・石岡市合併協議会」は、合併による新市の建 

設計画の策定をはじめ、合併の方式、合併の期日、新市の名称、事務所の位置や１市２町１村 

の事務事業を１つの制度にするための調整を行うなど、合併に必要な全ての事項について協議 

を行い、その結果を合併協定書として取りまとめていくことになります。 

 

●問い合わせ先　合併協議会事務局 
　　　　石岡市杉並２－１－１ 
　　　　石岡市保健センター内 
　T E L　０２９９（３５）２０１６ 

４市町村合計 

面　　積　290.61㎢

常住人口　117,030人 

協議会の看板を掲示する４市町村長 



⑸

　
四
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
茨
城
県
選
挙
区

選
出
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
は
町
内
二
十

七
ヶ
所
の
投
票
所
で
午
前
七
時
か
ら
は
じ
ま
り
、
午
後
八
時

に
閉
鎖
し
、
午
後
九
時
か
ら
役
場
会
議
室
で
開
票
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
当
日
の
有
権
者
二
四
、
三
四
〇
人
の
う
ち
、
投
票
者
は 

四
、
六
四
八
人
で
投
票
率
は
一
九
・
一
〇
％
で
し
た
。 

　
八
郷
町
開
票
区
に
お
け
る
各
候
補
者
の
得
票
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

　
四
月
十
日
に
、
平
成
十
五
年
第
一
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
案
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
補
欠
選
挙
と
、
市
町
村

合
併
検
討
特
別
委
員
会
の
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
　 

報
　
告 

　
八
郷
町
税
条
例
な
ど
三
つ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
と
、
平
成
十
四
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
・
老
人
保
健
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

の
補
正
予
算
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
行
っ
た
報
告
で
し
た
。 

議
　
案 

　
美
野
里
町
・
玉
里
村
・
八
郷
町
・
石
岡
市
の
合
併
に
関
す

る
協
議
を
行
う
た
め
、
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
議
案
と
、
平
成
十
五
年
度
八
郷
町
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
万
円
を
追
加
し
総
額
を
九

五
億
三
、
五
〇
〇
万
円
と
す
る
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ

い
て
で
し
た
。 

同
　
意 

　
八
郷
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
は
、
四
月
の
人
事
異
動

に
よ
り
、
税
務
課
長
に
岡
崎
喜
一
を
任
命
し
た
こ
と
に
と
も

な
い
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

で
し
た
。 

そ
の
他 

　
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
は
、
指

名
推
薦
さ
れ
た
岡
崎
忠
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
八
郷
町
議
会
市
町
村
合
併
検
討
特
別
委
員
会
の
報
告
が
鈴

木
光
雄
委
員
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
第
一
回
か
ら

第
八
回
の
活
動
の
経
過
と
、
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
議

案
も
原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
初
期
の
目

的
が
果
た
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
、
本
報
告
を
も
っ
て
当
委

員
会
の
調
査
・
検
討
を
終
了
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
　 

　
情
報
公
開
制
度
は
、
八
郷
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
町
が
保
有
し
て
い
る
情
報

を
公
開
す
る
仕
組
み
で
す
。 

　
平
成
十
四
年
度
に
お
い
て
は
、
公
開
の
請
求
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
制
度
を
通
し
て
開

か
れ
た
町
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

              

●
情
報
公
開
制
度
と
は  

　
　
情
報
公
開
制
度
は
、
町
が
持
っ
て
い
る
情
報
の
公
開
を

求
め
る
町
民
の
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。  

 

●
情
報
公
開
制
度
の
目
的  

　
○
町
民
の
方
が
町
政
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

　
　
り
、
行
政
運
営
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。 

　
○
町
民
と
町
の
理
解
と
信
頼
関
係
を
深
め
ま
す
。 

　
○
公
正
で
開
か
れ
た
町
政
を
推
進
し
ま
す
。 

参
議
院
議
員 

　
茨
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙 

●
役
場
総
務
課
内
　
八
郷
町
選
挙
管
理
委
員
会 

平
成
十
五
年
第
一
回
議
会
臨
時
会 

平
成
十
四
年
度
情
報
公
開
の 

　
　
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

●
役
場
総
務
課
文
書
法
制
係
　
内
線
一
三
三
五 

投票率は19.01％でした 

※
候
補
者
順
番
は
届
出
順
で
す
。 

岡
田
　
広 

　 

　
三
、
八
四
〇
票 

小
島
　
修 

　 

　
　
　
七
〇
六
票 

無
効
投
票 

　 

　
　
　
一
〇
二
票
　 



        

◆
キ
ー
ロ
ッ
ク
し
て
い
て
も
油
断
は
禁

物  　
平
成
十
四
年
の
自
動
車
盗
難
の
認
知

件
数
は
六
万
二
、
六
七
三
件
。
こ
の
う

ち
、
被
害
額
が
三
〇
〇
万
円
以
上
の
高

級
車
の
被
害
は
十
四
％
で
、
高
級
車
に

限
ら
ず
、
身
近
な
自
動
車
が
多
く
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。 

　
盗
ま
れ
や
す
い
の
は
、
キ
ー
が
つ
け

っ
ぱ
な
し
の
ク
ル
マ
や
キ
ー
ロ
ッ
ク
さ

れ
て
い
な
い
ク
ル
マ
。
ク
ル
マ
の
中
に

簡
単
に
侵
入
で
き
た
り
キ
ー
が
置
い
て

あ
っ
た
り
す
れ
ば
、
犯
人
に
と
っ
て

そ
の
ク
ル
マ
を
盗
む
の
は
簡
単
で
す
。 

　
し
か
し
、
キ
ー
ロ
ッ
ク
し
て
、
エ
ン

ジ
ン
キ
ー
を
抜
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
も
、
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
に

遭
っ
た
自
動
車
の
約
七
割
は
、
キ
ー
ロ

ッ
ク
し
て
い
た
自
動
車
。
犯
人
は
、
合

カ
ギ
を
使
っ
た
り
キ
ー
シ
リ
ン
ダ
ー
を

壊
し
た
り
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ

せ
、
盗
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。  

 

◆
防
犯
へ
の
甘
い
意
識
が
盗
難
の
ス
キ

を
与
え
る 

　
自
動
車
盗
難
の
犯
人
の
目
的
は
、
盗  

        

ん
だ
自
動
車
を
売
却
し
て
お
金
を
得
る

こ
と
。
そ
の
た
め
、
高
く
売
れ
る
高
級

車
や
人
気
車
が
ね
ら
わ
れ
や
す
い
の
は

事
実
で
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
高

級
車
は
防
犯
装
置
を
取
り
付
け
る
な
ど

防
犯
対
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
た
め
、
被
害
件
数
は
減
少
に
転
じ

て
い
ま
す
。
一
方
、
高
級
車
以
外
の
自

動
車
で
は
、
そ
う
し
た
対
策
を
備
え
た

ク
ル
マ
が
少
な
い
た
め
、
被
害
が
増
え

続
け
て
い
る
の
で
す
。 

　
ね
ら
わ
れ
る
よ
う
な
車
じ
ゃ
な
い
か

ら
…
と
思
っ
て
い
る
と
、
防
犯
対
策
も

甘
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
は
犯
人
に
盗
む
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。 

　
ほ
ん
の
少
し
自
動
車
を
離
れ
る
と
き

で
も
用
心
す
る
。
そ
の
心
が
け
が
、
盗

難
の
リ
ス
ク
か
ら
あ
な
た
の
愛
車
を
守

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
最
近
は
、
自
動
車
を
盗
難
か

ら
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
も
登

場
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
動
車
盗

難
防
止
機
器
を
活
用
し
、
攻
め
の
姿
勢

で
愛
車
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

        

ふ
だ
ん
の
心
が
け
が
大
事
で
す
！
自
動
車
盗
難
を
防
ぐ
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト   

 

①
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に 

　
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
キ
ー
を
抜
き
、
ス
テ
ア
リ
ン

グ
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
利
か
せ
ま

し
ょ
う
。 

②
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を 

　
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
。
窓

ガ
ラ
ス
も
完
全
に
閉
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

③
ス
ペ
ア
キ
ー
を
車
内
に
置
か

な
い 

　
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
。
窓

ガ
ラ
ス
も
完
全
に
閉
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。  

④
明
る
い
駐
車
場
に
置
く 

　
暗
い
駐
車
場
や
路
上
で
は
、
自
動
車
盗
難
や
車
上
あ
ら
し
な
ど
が
発
生

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
路
上
駐
車
は
や
め
、
明
る
く
監
視
の
行
き
届

い
た
駐
車
場
に
停
め
ま
し
ょ
う
。 

⑤
盗
難
防
止
機
器
を
活
用
す
る 

　
盗
難
防
止
機
器
を
活
用
し
て
積
極
的
に
防
衛
し
ま
し
ょ
う
。
ボ
デ
ィ
カ

バ
ー
の
利
用
も
盗
難
防
止
に
効
果
的
で
す
。  

⑹

　
駐
車
場
に
停
め
て
お
い
た
は
ず
の
愛
車
が
、
突
然
消
え
て
し
ま
っ
た
…
。
こ
こ
数
年
、
こ
う
し
た
自
動

車
盗
難
の
被
害
が
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
被
害
件
数
は
一 

日
約
一
七
二
件
。
ね
ら
わ
れ
る
の
は
高

級
車
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
そ
れ
以
外
の
自
動
車
の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
の
で
す
。
大

事
な
愛
車
を
盗
難
か
ら
守
る
た
め
の
盗
難
防
止
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 



⑺

　
便
利
で
環
境
に
や
さ
し
い
乗
り
物
と
し
て
、
最
近
、
自
転
車
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
自
転
車
の
交
通
事
故
が
問
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
乗
り
物
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
安

全
に
乗
り
こ
な
す
た
め
に
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

        

自
転
車
も
れ
っ
き
と
し
た
車
両
で
す  

　
道
路
を
走
る
自
転
車
は
、
車
や
バ
イ

ク
と
同
じ
「
車
両
」
で
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
安
全
に
運
転
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
転
車
が
車
両
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

薄
い
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
自
転
車
に
乗

る
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
無
視
し
た
身
勝
手
な
運
転
を
す
る
人

も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
も
発
生
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　 

　
平
成
十
四
年
の
自
転
車
交
通
事
故
の

総
件
数
は
、
約
十
八
万
件
と
、
過
去
最

悪
の
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
死
傷
者
数
の
う
ち
、
自
転
車

に
乗
っ
て
い
て
事
故
に
遭
い
、
死
亡
し

た
人
の
数
は
九
百
九
十
一
人
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

　
交
通
事
故
に
遭
い
や
す
い
自
転
車
の

違
反
に
は
、
主
に
下
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　 

危
険
！
事
故
を
招
く
交
通
ル
ー
ル
無
視  

◆
一
時
不
停
止  

「
止
ま
れ
」
の
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、
必
ず
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、 

        

「
止
ま
れ
」
が
な
く
て
も
、
見
通
し
の

悪
い
と
こ
ろ
は
必
ず
一
時
停
止
を
。
飛

び
出
す
の
は
危
険
で
す
。 

　 

◆
安
全
不
確
認  

　
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
な
ど
で
は
、

確
実
に
安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。  

◆
信
号
無
視  

　
自
転
車
も
道
路
信
号
は
厳
守
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
信
号
無
視
は
大
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　

◆
交
差
点
通
行
義
務
違
反  

　
自
転
車
は
、
右
折
を
す
る
と
き
は
自

動
車
と
同
じ
方
法
で
は
曲
が
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
歩
行
者
と
同
じ
く
、
交

差
点
の
向
こ
う
側
ま
で
ま
っ
す
ぐ
進
ん

で
か
ら
曲
が
り
ま
し
ょ
う
。 

　
　
　

◆
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス  

　
傘
さ
し
運
転
、
手
放
し
運
転
な
ど
、

自
転
車
に
あ
り
が
ち
な
無
謀
な
運
転
で

の
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
に
よ
る
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。 

き
ち
ん
と
両
手
で

ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
正
し
く
乗
り
ま
し

ょ
う
。
　
　
　
　
　  

自
転
車
の
交
通
違
反
に
も
罰
則
が
あ
り

ま
す 

　
　
　
　
　
　 

　
車
や
バ
イ
ク
と
同
じ
よ
う
に
、
自
転 

        

車
も
違
反
を
す
れ
ば
厳
重
な
処
罰
や
罰

金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
　  

●
飲
酒
運
転
の
禁
止   

　
自
転
車
で
も
、
飲
酒
運
転
す
る
こ
と

は
法
律
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
酒

酔
い
運
転
を
す
る

と
、
三
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
五
十

万
円
以
下
の
罰
金
。 

●
安
全
運
転
の
義

務  　
手
放
し
運
転
や

ス
ピ
ー
ド
の
出
し

す
ぎ
な
ど
は
「
安

全
運
転
義
務
違
反
」。

他
人
に
危
害
を
及

ぼ
さ
な
い
速
度
で

安
全
運
転
を
。
違

反
す
る
と
三
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

五
万
円
以
下
の
罰
金
（
過
失
の
場
合
は

十
万
円
以
下
の
罰
金
）
。  

●
ブ
レ
ー
キ
不
良
自
転
車
の
運
転
禁
止  

　
ブ
レ
ー
キ
は
、
乗
る
人
の
安
全
を
守

る
最
も
大
切
な
装
置
の
一
つ
。
ブ
レ
ー 

キ
を
備
え
て
い
な
い
自
転
車
は
運
転
が 

    

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
五

万
円
以
下
の
罰
金
。 

　
　
　
　
　
　

●
二
人
乗
り
の
禁
止  

　
二
人
乗
り
は
自
転
車
の
操
作
性
を
大

き
く
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故

に
も
つ
な
が
り
や
す
い
危
険
な
行
為
で 

す
。
ま
た
、
運
転
者
が
加
害
者
に
な
っ

て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。
違
反
す

る
と
五
万
円
以

下
の
罰
金
（
※

県
公
安
委
員
会

規
則
に
よ
り
、

十
六
歳
以
上
の

人
が
六
歳
未
満

の
幼
児
一
人
を

幼
児
用
座
席
に

乗
せ
る
と
き
な

ど
は
、
例
外
と

さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
）  

●
夜
間
の
ラ
イ

ト
点
灯
義
務  

　
夜
間
の
自
転

車
は
、
自
動
車
や
歩
行
者
か
ら
は
見
え

に
く
く
な
り
ま
す
。
ラ
イ
ト
は
夕
方
か

ら
つ
け
る
よ
う
に
し
、
自
転
車
の
後
部

に
は
反
射
材
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
違
反

す
る
と
五
万
円
以
下
の
罰
金
。 

再
確
認
、
自
転
車
マ
ナ
ー 



       

　「
物
心
つ
い
た
と
き
た
ら
、両
親
に
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
畑
に
行
っ
て
ま

し
た
ね
。
ト
ラ
ッ
ク
は
私
の
ゆ
り
か
ご

で
し
た
」
と
語
る
田
中
聡
さ
ん
は
、
生

後
九
か
月
で
両
親
に
連
れ
ら
れ
、
東
京

か
ら
父
芳
さ
ん
の
実
家
で
あ
る
八
郷
町

に
越
し
て
き
ま
し
た
。 

　
い
ち
ご
は
八
郷
町
に
来
た
と
き
か
ら

両
親
が
始
め
、
二
十
三
年
が
経
ち
ま 

      

す
。
最
初
は
近
所
の
農
家
の
方
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
聡

さ
ん
は
「
私
の
記
憶
で
は
両
親
は
休
み

を
お
し
ん
で
、
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
姿
を
小
さ
な
こ
ろ

か
ら
見
て
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

現
在
の
田
中
家
は
、
父
親
の
芳
さ
ん
、

母
親
の
麗
美
子
さ
ん
、
聡
さ
ん
の
三
人

で
農
業
を
営
む
専
業
農
家
で
す
。
　 

　
聡
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら

家
業
を
継
ぎ
、
丸
二
年
が
経
ち
ま
す
。

学
生
の
こ
ろ
か
ら
も
手
伝
っ
て
は
い
た

も
の
の
、
実
際
仕
事
と
し
て
従
事
し
て

み
る
と
、
両
親
の
苦
労
が
身
に
し
み
て

分
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
仕
事
に
つ
い

て
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
よ
う

に
、
な
か
な
か
早
く
さ
ば
く
こ
と
が
で

き
ず
、
く
や
し
く
な
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、
い
つ
か
は
二
人
を
越
え
た

い
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。 

い
ち
ご
の
直
売
が
夢 

　
い
ち
ご
の
収
穫
の
ピ
ー
ク
は
、
十
二

月
か
ら
五
月
に
か
け
て
。
朝
は
五
時
三

十
分
に
起
床
し
、
六
時
に
ハ
ウ
ス
へ
出

発
、
い
ち
ご
を
収
穫
し
、
出
荷
す
る
た

め
に
い
ち
ご
の
箱
づ
め
作
業
を
行
う

と
、
遅
い
時
で
は
十
一
時
ご
ろ
に
な
っ

て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
「
忙
し
い
時
も

経
費
の
削
減
で
、
パ
ー
ト
の
方
は
雇
わ

ず
、
三
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
休
み
は

ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
ね
。
両
親
は
休
め

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
大
変
さ
を
知

っ
て
い
る
の
で
な
か
な
か
休
む
こ
と
が

で
き
な
い
ん
で
す
」
と
両
親
を
思
い
や

る
気
持
ち
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

　
そ
ん
な
聡
さ
ん
の
、
忙
し
い
中
で
の

楽
し
み
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
。
「
仕
事
が
終

わ
っ
て
疲
れ
て
い
て
も
、
最
低
二
、
三

時
間
は
自
分
の
時
間
を
持
つ
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
本
当
は
映
画
館
の
大
ス
ク

リ
ー
ン
で
見
た
い
ん
で
す
け
ど
」
と
笑

顔
で
話
し
、「
最
近
感
動
し
た
の
は
、

千
と
千
尋
の
神
隠
し
で
す
ね
」
と
少
年

の
表
情
も
垣
間
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
伺

っ
た
と
こ
ろ
、
「
現
在
、
家
で
は
い
ち

ご
の
直
売
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
将

来
的
に
は
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
市

場
と
直
売
を
や
る
と
な
る
と
、
も
ち
ろ

ん
今
以
上
に
忙
し
く
な
り
ま
す
。
両
立

も
難
し
く
な
り
ま
す
。
い
い
ア
イ
デ
ィ

ア
が
な
い
も
の
か
考
え
て
い
る
毎
日
で

す
」
と
聡
さ
ん
。 

　
聡
さ
ん
は
、
今
年
の
四
月
に
設
立
さ

れ
た
『
ヤ
サ
ト
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
（
久
家
康
永
会
長
）
※
』
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
は
十
三
名

で
、
月
一
回
の
勉
強
会
や
、
会
員
の
農

場
研
修
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
若
者
同

士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
同
じ
年

代
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

農
業
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
聞
い
た
り

す
る
こ
と
が
一
人
ひ
と
り
の
励
み
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
農
業
の
後
継
ぎ
が
少
な
い
現
代
、
こ

の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の
八
郷
町
の
農
業

を
背
負
っ
て
い
こ
う
と
い
う
若
者
た
ち

が
い
ま
す
。
次
号
か
ら
も
引
き
続
き
農

業
後
継
者
の
紹
介
を
し
て
い
く
予
定
で

す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

⑻

早
く
両
親
を
越
え
た
い 

ハウスの中で働く田中さん。丹精込めて育てた 
いちごと一緒に。 

※
ヤ
サ
ト
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
…
八
郷
町
内

　
に
住
む
三
十
五
歳
ま
で
の
農
業
従
事
者
が
集
ま
っ

　
て
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
。
会
員
同
士
の
親
睦
と
協

　
調
を
図
り
、
農
業
技
術
の
研
修
を
通
し
て
、
将
来

　
の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
の
能
力
を
養
う
こ
と
を

　
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

八
郷
の
農
業
後
継
者
た
ち  

① 

小
屋
　
田
中
　
聡
さ
ん    （23） 
 い
ち
ご
経
営 



⑼

こ
ん
な
人
が 

　
　
　
国
保
の
加
入
者 

こ
ん
な
と
き
は 

　
日
以
内
に
届
け
出
を 

加
入
す
る
と
保
険
証
が 

　
　
　
交
付
さ
れ
ま
す 

１４ 

国
保
に
　
　
　
届
け
出
は 

加
入
す
る
と
き 

や
め
る
と
き
の 

国保に加入するとき １ 

国保をやめるとき 2

こんなときも届け出が必要です 3



⑽

恋
瀬
小
学
校 
学校あれこれ 

% 

     

　
「
え
ー
と
…
え
ー
と
、
な
ん
だ
っ

け
」 

「
ぼ
く
知
っ
て
る
よ
。
そ
れ
は
ね
ー
…
」 

　
わ
く
わ
く
し
て
楽
し
そ
う
な
顔
や
緊

張
気
味
の
顔
、
マ
イ
ク
を
向
け
ら
れ
た

ら
ど
う
し
よ
う
と
や
や
困
っ
た
よ
う
な

視
線
を
交
わ
す
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

た
ち
。 

　
こ
れ
は
、
昨
年
十
一
月
二
十
八
日
に

本
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
国
際
理
解

教
室
」
の
様
子
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
行

事
の
一
つ
で
す
が
、
恋
瀬
地
区
公
民
館

や
青
少
年
を
育
て
る
会
恋
瀬
支
部
の
協

力
も
得
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
メ
イ
ン
講
師
に
米
国
出
身
の
バ
ネ
ッ

サ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
親
子
で
英
会
話
に
親
し
ん
だ
り

米
国
の
子
育
て
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
し

ま
し
た
。
こ
の
教
室
を
開
催
す
る
に
当

た
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
に
は

事
前
研
修
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
り
、

内
容
を
練
り
直
し
た
り
す
な
ど
多
く
の

苦
労
を
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
準
備
の
活
動
を
通
し
て

保
護
者
の
方
々
自
身
が
、
ま
ず
、
米
国

文
化
や
英
語
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た

こ
と
、
そ
し
て
、
一
番
良
か
っ
た
こ
と

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
強 

     

く
感
動
を
与
え
た
い
と
い
う
思
い
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。 

　
講
師
の
バ
ネ
ッ
サ
先
生
や
サ
ポ
ー
タ

を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
多
く
は
、

「
プ
レ
イ
ン
グ
・
イ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
英
語
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
」
土

曜
日
英
会
話
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
、

恋
瀬
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
実
に

な
じ
み
深
い
方
々
で
す
。
学
校
週
五
日

制
の
下
で
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
教

育
的
活
動
の
場
を
創
ろ
う
と
い
う
考
え

で
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
活
動
を
始
め

た
ク
ラ
ブ
で
す
。
月
一
回
の
実
施
で
す

が
、
多
く
の
恋
瀬
の
児
童
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
そ
の
力
を
借
り
て
国
際
理
解

教
室
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
な
お
、
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
の
様
子

は
、
今
年
四
月
十
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ

レ
ビ
「
い
っ
と
６
け
ん
」
で
も
関
東
地

区
に
放
映
・
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
校
は
、
児
童
数
百
九
十
四
人
。
「
よ

く
考
え
、
自
ら
学
び
、
豊
か
な
心
を
持

つ
、
た
く
ま
し
い
児
童
の
育
成
」
を

目
標
に
教
育
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
今
回
紹
介
し
た
「
国
際
理
解
教
室
」

を
は
じ
め
、
母
親
委
員
会
主
催
の
「
音

楽
鑑
賞
教
室
」
や
学
級
委
員
会
主
催
の

「
親
子
合
同
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
昔

の
遊
び
で
楽
し
も
う
」
等
の
本
校
な
ら

で
は
の
行
事
は
も
と
よ
り
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
や
校
外
陶
芸
教
室
等
の
学

習
活
動
で
も
地
域
の
多
く
の
方
々
に
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
「
加
波
難
台
は
若
み
ど
り
…
」

と
校
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
恋
瀬
地

区
に
は
、
当
地
を
愛
す
る
方
々

が
多
く
、
人
材
も
豊
か
で
す
。

や
が
て
地
域
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
当
地
を
大
切
に
す

る
心
を
持
っ
て
、
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、

地
域
の
方
々
と
共
に
本
校
教

育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
文
責
　
恋
瀬
小
学
校
長
　

　
　
　
　
　
　
　
飯
田
和
行
） 

 

祖父母と児童による「さつまいも集会」 

地
域
ぐ
る
み
で
育
て
る
恋
瀬
の
子 

 

　
日
本
を
代
表
す
る
花
と
し
て
、
万
葉
の
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
た
ア

ジ
サ
イ
。
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、
六
月
十
五
日
（
日
）
か
ら
七

月
六
日
（
日
）
ま
で
、
「
ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

期
間
中
の
催
し
物 

父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
六
月
十
五
日
（
日
） 

「
父
の
日
」
を
祝
し
、
父
と
子
の
入
園
者
先
着
百
組
の
方
に
バ
ラ
の
切
り

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。 

プ
ラ
ン
ド
ー
ル
作
品
展
　
六
月
十
五
日
（
日
）
〜
二
十
九
日
（
日
） 

　
乾
燥
し
た
木
の
実
、
葉
、
花
び
ら
等
を
自
然
の
色
や
形
を
そ
の
ま
ま
利

用
し
て
作
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
人
形
。 

切
り
バ
ラ
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
六
月
二
十
二
日
（
日
） 

　
入
園
さ
れ
た
お
客
様
先
着
三
百
名
様
に
、
バ
ラ
の
切
り
花
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
す
。 

 

園
芸
教
室 

《
ア
ジ
サ
イ
の
楽
し
み
方
》 

　
六
月
二
十
二
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
〜 

《
観
葉
植
物
の
楽
し
み
方
》 

　
七
月
十
三
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
〜 

　
管
理
法
な
ど
に
つ
い
て
の
園
芸
教
室
を
行
い
ま
す
。
（
受
講
無
料
） 

　 　
開
園
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
入
園
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

　
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
お
問
い
合
わ
せ
先
　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
四
二
―
四
一
一
一 

花と緑の楽園 

茨城県 

ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り 

 

６月１５日（日）～ 
　　７月６日（日） 

国際理解教室「英語で楽しく遊ぼう」 



⑾

    

平
成
14
年
２ 

月
16
日
生
ま
れ 

父
　
強
さ
ん
　
母
　
絹
子
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
あ
ま
え
ん
ぼ
う
な
男
の

子
で
す
。
毎
日
お
外
に
出
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
ま
た
、
音
が
出
る
も
の
に
興

味
を
示
し
、
特
に
飛
行
機
や
車
の
音
を

聞
く
と
興
味
深
々
。
食
べ
物
で
は
み
か

ん
が
大
好
物
で
す
。
お
父
さ
ん
の
よ
う

に
強
く
育
っ
て
ね
。 

下   

林  

  

関
　

城  

夢
ち
ゃ
ん 

八
郷
の
歴
史 

（26） 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

食生活改善推進員　河村　美子（半田） 

（ヘルスメイト） 

○ふき 300ｇ　○つくねの種｛とりひき肉200ｇ・

しょうが汁　少々・白味噌　小さじ２・小麦粉

大さじ１ 1/2・薄口しょうゆ・みりん　各小さ

じ1・卵　1/2個分｝○にんじん　3㎝　○だし

汁  2カップ　○しょうゆ　大さじ2 1/2　○み

りん・酒各大さじ2 

【作り方】 

①ふきは熱湯に塩を加えた中に入れ、強火で約

３分ゆでて水にとり、両端から皮をむき４㎝の

長さに切る。②にんじんは薄切り③ボールにと

りひき肉、しょうが汁、白味噌、小麦粉、薄口

しょうゆ、みりん、溶き卵を加えて、よく練り

合わせ、つくねの種を作る。④鍋にだし汁を入

れ、しょうゆ、みりん、酒で調味し煮立てる。

⑤④につくね種をスプーンですくって入れ、再

び沸騰したらアクと泡をすくい取り、ふきとに

んじんを加える。落しぶたをし、弱火にかけて、

14～ 15分煮、途中鍋返しをして味を含ませる。 

　
町
史
編
さ
ん
を
進
め
て
い
く
中
で
、
中
世
部

会
で
は
町
域
の
内
外
を
問
わ
ず
に
八
郷
町
の
中

世
に
関
わ
る
史
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
そ
の
中
で
注
目
で
き
る
も
の
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。
茨
城
県
立
図
書
館
に
は
、
江

戸
時
代
の
学
者
加
藤
松
蘿
が
ま
と
め
た
「
松
蘿

随
筆
集
古
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
紹

介
す
る
史
料
は
、
そ
の
第
一
巻
に
収
載
さ
れ
て

い
る
上
杉
謙
信
（
輝
虎
）
の
書
状
で
す
。 

　
就
義
重
横
田
へ
出
陣
、
預
使
者
候
、
祝
着
之

　
段
及
廻
報
候
、
仍
今
度
小
田
之
儀
押
詰
可
付

　
落
居
由
逼
塞
之
処
、
氏
治
彼
地
出
城
尽
未
来

　
可
破
却
之
段
、
身
躰
斗
之
詫
言
以
結
城
被
歎

　
之
条
、
任
其
意
候
、
様
子
太
田
美
濃
守
か
た

　
へ
相
　
断
条
、
定
可
申
届
候
、
恐
々
謹
言 

　
　
　
　
二
月
十
日
　
　
　
輝
虎
（
花
押
写
） 

　
　
　
　
　
梅
江
斎 

　
こ
の
書
状
は
、
戦
国
時
代
の
永
禄
九
年
（
一

五
六
六
）
に
謙
信
が
佐
竹
氏
の
家
臣
岡
本
梅
江

斎
禅
哲
に
あ
て
た
も
の
で
す
。
内
容
と
し
て
は
、

輝
虎
が
小
田
氏
に
対
し
て
決
着
を
つ
け
る
べ
く

出
陣
す
る
意
向
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
結
城
氏

を
通
じ
て
小
田
氏
治
が
小
田
城
（
つ
く
ば
市
小

田
）
を
出
て
城
を
破
却
す
る
条
件
で
小
田
氏
の

降
伏
が
提
案
さ
れ
、
輝
虎
は
そ
れ
を
承
諾
し
た

こ
と
を
伝
え
る
書
状
で
す
。
こ
の
中
で
注
目
で

き
る
こ
と
は
、
小
田
城
の
破
却
（
破
壊
）
を
条

件
に
降
伏
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
実
は
、

小
田
氏
治
の
降
伏
が
永
禄
九
年
二
月
に
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
他
の
史
料
か
ら
確

認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
の
降
伏
が
、

小
田
氏
の
本
拠
で
あ
る
小
田
城
を
破
壊
す
る
条

件
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
史
料
で
初
め
て
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
本
拠
の
破
壊
を
条

件
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
、
小
田
氏
が
謙

信
の
攻
撃
に
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
実
は
こ
の
小
田
氏
の
降
伏
は
、
小

田
氏
が
勢
力
を
持
っ
て
い
た
八
郷
町
域
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
永
禄
十
二
年
の
手

這
坂
の
合
戦
で
は
、
八
郷
町
の
片
野
城
に
は
太

田
資
正
が
、
柿
岡
城
に
は
梶
原
政
景
が
在
城
し

て
お
り
、
小
田
氏
か
ら
片
野
城
が
攻
撃
さ
れ
た

こ
と
か
ら
合
戦
が
起
き
ま
す
。
し
か
し
、資
正
・

政
景
父
子
が
い
つ
か
ら
片
野
・
柿
岡
に
入
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
そ
の
時
点
を
示
す

史
料
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
明
ら
か
と

な
っ
た
永
禄
九
年
の
小
田
氏
の
降
伏
は
本
城
の

破
壊
を
条
件
と
す
る
程
の
厳
し
い
状
況
で
す
の

で
、
史
料
の
文
面
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
降
伏

の
条
件
と
し
て
、
八
郷
町
域
な
ど
に
あ
る
領
地

の
割
譲
等
の
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

予
想
で
き
ま
す
。
実
際
に
こ
の
九
年
二
月
に
は

佐
竹
氏
よ
り
常
陸
大
掾
氏
の
養
子
と
な
っ
た
大

掾
昌
就
（
昌
幹
）
が
八
郷
町
の
青
柳･

羽
生
野
・

細
谷
を
与
え
る
内
容
の
知
行
充
行
状
を
出
し
て

い
ま
す
の
で
（
秋
田
藩
家
蔵
文
書
四
八
）
、
領

地
の
割
譲
は
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
永
禄
九
年
の
降
伏
に
よ
っ
て
八
郷

町
の
小
田
氏
の
領
地
割
譲
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に

よ
り
太
田
父
子
の
片
野
・
柿
岡
入
城
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
確
定
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
町
域
以
外
の
史
料
の
中
に
も
、

町
の
史
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
史
料
の
収
集
を

地
道
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
中
世
部
会
　
佐
々
木
倫
朗 

わ
た
し
の
手
料
理 

一
通
の
上
杉
謙
信
書
状
写 

ふ
き
と
つ
く
ね
の
煮
も
の 

じ
ょ
う
　
　
ま 
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年
を
迎
え
、
年
金
支
給
を
受
け
て 

　
　
　
悠
々
自
適
に
過
ご
し
た
い
、
還
暦
を

過
ぎ
る
と
、
誰
も
そ
ん
な
こ
と
を
一
度
は
考

え
、
忙
し
く
と
も
、
そ
れ
な
り
に
願
望
を
持

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
も
う
一
度
、

じ
っ
く
り
鏡
と
向
き
合
い
ま
せ
ん
か
。
鏡
は
、

私
達
の
年
代
の
人
に
と
っ
て
、
特
に
興
味
深

い
道
具
だ
と
思
い
ま
す
。
鏡
に
歯
や
髪
の
毛

を
写
し
て
見
れ
ば
、
毎
日
の
健
康
状
態
に
つ

い
て
自
分
な
り
に
判
断
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
鏡
の
前
に
立
ち
、
毎
日
深
呼
吸
し
な
が

ら
手
足
を
動
か
し
て
い
る
の
で
す
が
、
近
頃

特
に
衰
え
た
姿
を
見
る
と
、
何
か
淋
し
く
、

悲
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
は
グ

ル
ー
プ
で
何
か
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
を
す
る
に
も
一
人
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
、
そ

れ
が
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
話
せ
る
相
手
も
い

る
し
、
み
ん
な
で
こ
れ
ま
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な

人
生
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
昔
の
記
憶
を
よ

み
が
え
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
集
ま
っ

た
時
の
喜
び
が
人
を
生
き
生
き
さ
せ
る
の
で

す
。
町
で
も
い
き
い
き
講
座
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
紹
介
し
て
く
れ
、
大
変
あ
り
が
た
い
で

す
。
ま
た
、
私
は
琴
の
音
色
が
好
き
で
、
よ

く
孫
達
の
習
う
ピ
ア
ノ
や
ピ
ア
ニ
カ
に
合
わ

せ
な
が
ら
楽
し
み
、
感
動
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
還
暦
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

ら
小
学
生
に
戻
っ
て
、
幼
い
気
持
ち
で
童
謡

を
歌
い
た
い
と
以
前
か
ら
考
え
て
い
て
、
琴

と
一
緒
に
始
め
ま
し
た
。
歌
っ
て
い
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

童
謡
の
何
と
も
言
え
な
い
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
想
像
力
を
高
め
て
く
れ
、
そ
れ
が
私
の

励
み
に
も
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
童
謡
は

世
代
を
越
え
て
歌
い
継
が
れ
、
愛
さ
れ
て
国

民
共
通
の
文
化
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
の
教
科
書
で
扱
わ
れ
て
い

る
の
は
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
私
達

の
時
代
に
は
忘
れ
が
た
い
歌
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
の
に
。
例
と
し
て
、
「
こ
の
道
」

「
め
だ
か
の
学
校
」「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」

「
カ
ナ
リ
ヤ
」
「
赤
い
靴
」
「
夏
は
来
ぬ
」

「
春
の
小
川
」
「
茶
摘
み
」「
お
ぼ
ろ
月
夜
」

「
靴
が
な
る
」「
待
ち
ぼ
う
け
」「
背
く
ら
べ
」

「
月
の
砂
漠
」
「
荒
城
の
月
」
「
早
春
賦
」

「
花
」
、
そ
の
他
に
も
千
曲
も
あ
り
ま
す
。

ど
れ
を
歌
っ
て
も
情
緒
あ
ふ
れ
る
も
の
ば
か

り
で
す
。
今
の
時
代
の
家
族
は
満
ち
足
り
て

は
い
る
も
の
の
、
も
っ
と
心
の
確
か
な
愛
情

が
加
わ
れ
た
ら
と
思
い
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の

残
り
の
生
涯
を
平
穏
無
事
に
過
ご
し
て
行
け

れ
ば
何
よ
り
で
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
願

望
を
持
ち
、
毎
日
鏡
を
見
て
一
歩
ず
つ
進
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
下
林
　
小
山
　
秀
子 

　
　
　
な
つ
か
し
い
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
昭
和
三
十
四
年
に
八
郷
町
を
離
れ
て
、

平
成
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
ら
、
大
増
小
学

校
も
恋
瀬
中
学
校
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

広
報
や
さ
と
三
月
号
の「
や
さ
と
メ
モ
リ
ー
」

を
拝
見
し
、
大
勢
い
た
子
ど
も
た
ち
も
こ
ん

な
に
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
、
卒

業
し
た
学
校
の
な
い
寂
し
さ
を
感
じ
た
記
事

で
し
た
。
　
　
柿
岡
　
福
島
　
常
夫
（ 

62 

） 

わ
た
し
も
一
言 

　
評
　
　
獨
立
書
人
団
審
査
会
員
　
　
関
　
　
翠
　
邱
　 

習
字
コ
ー
ナ
ー 

　
明
る
く
点
画
も
し
っ
か
り
と
、
良
く

で
き
て
い
ま
す
。 

　
墨
色
良
く
大
ら
か
に
、
伸
々
と
し
た

書
体
で
明
る
い
作
品
で
す
。 

柿
岡
小
四
年
　
吉
　
田
　
奈
津
美 

柿
岡
中
二
年
　
堀
　
江
　
亜
　
衣 

P.N　ビッグ斉藤 P.N　さくらメント 

な 

定 
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３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。 

①美野里町・玉里村・八郷町・石岡

市合併協議会を構成している４市町

村の定住人口は合わせて約何人？ 

Ａ－９万７千人　Ｂ－10万７千人　 

Ｃ－11万７千人　　　　　　　                           

②参議院議員茨城県選挙区選出議員

補欠選挙の八郷町の投票率は？ 

Ａ－19.01％　Ｂ－21.02％　Ｃ－24.01％ 

③今月号のやさと温泉ゆりの郷の優

待券は、平日のみの割引ですが、ど

のくらいの割り引きでしょう？ 

Ａ－５割　Ｂ－２割　Ｃ－１割 

［応募の方法］ 

☆ハガキに広報クイズ182と書き、 

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏名、

年齢、世帯主と「私もひとこと」へ

のご意見や広報の感想などを書いて

送ってください。イラストやマンガ

も大歓迎。 

☆締切日　平成15年６月15日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315－0195 八郷町柿岡

　　5680－1 八郷町役場秘書広聴課 

☆当選者の発表　本紙７月号 

［広報クイズ180の当選者の発表］ 

正解は①－A、②－C、③－Cでした。

応募総数35通、正解34通の中から次

の10人が当選しました。 

市村志つ（小見）入江とし子（大増）

宇田恵美子（大塚）枝　千尋（柿岡）

大槻裕美（山崎）駒場香央里（吉生）

鈴木邦子（下林）福島常夫（柿岡）

山中　和（片野）吉田美咲（柿岡） 

　　　　　　　　　　　［敬称略］ 

　全問正解者のなかから 

抽選ですてきな賞品が当 

たるよ　 

やさと文芸 

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選     
       

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選   
    

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  

広報ク
イズ  

182

　
春
期
優
良
赤
ち
ゃ
ん
の
表
彰
式
（
昭 

和
四
十
一
年
当
時
）。
次
の
時
代
を
担
う 

人
た
ち
を
育
成
す
る
に
は
、
ま
ず
は
赤 

ち
ゃ
ん
か
ら
と
い
う
こ
と
で
各
地
区
ご 

と
に
乳
幼
児
健
診
を
行
い
審
査
し
ま
し 

た
。 

玄
関
の
戸
を
開
け
や
れ
ば
花
の
香
の
漂
ひ
て
来
ぬ
朝
の
わ
が
家
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
幸
　
子 

山
は
雪
平
地
は
櫻
咲
き
初
め
て
湯
宿
の
膳
に
家
族
揃
ひ
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　
　
萩
　
原
　
照
　
子 

三
角
の
お
に
ぎ
り
つ
く
り
し
婆
婆
の
手
と
同
じ
皺
の
手
吾
れ
七
十
八 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
　
弦
　
　
雨
　
貝
　
和
　
江 

  

こ
の
畑
も
耕
作
放
棄
杉
菜
生
え
　
　
　
　
　
　
川
　
又
　
　
川
　
又
　
渓
　
二 

ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
標
識
近
く
種
を
蒔
く
　
　
　
柿
　
岡
　
　
松
　
田
　
と
く
子 

終
日
を
机
に
向
ひ
花
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
瓦
　
谷
　
　
萩
　
原
　
梨
　
郷 

  

腰
は
曲
げ
て
も
希
望
に
満
ち
た
野
良
着
姿
の
凛
々
し
母 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
額
　
賀
　
力
　
江 

野
良
を
知
ら
ず
に
箪
笥
に
眠
る
妻
が
持
参
の
紺
絣 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
小
野
瀬
　
午
　
風 

一
人
暮
ら
し
で
耐
え
抜
く
我
慢
誠
貫
ぬ
く
凛
と
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
又
　
　
関
　
　
　
清
　
志 

青田　関　耕平（10） 

月岡　萩原　志づ
 

下林　氏家　覓（64） 

P.N　いおり 

ほ
う
き 

ひ
ね
も
す 
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き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
し
た 

　
大
塚
十
字
路
交
差
点
の
沿
道
に
、
ス

イ
セ
ン
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

地
域
の
環
境
美
化
、
ポ
イ
捨
て
防
止
、

防
犯
を
図
る
た
め
、
昨
年
の
秋
に
恋
瀬

地
区
子
ど
も
会
育
成
会
と
恋
瀬
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
主
催
し
、
青
少
年
を
育
て

る
八
郷
町
民
の
会
恋
瀬
支
部
の
後
援
と
、

区
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

お
よ
そ
二
千
球
の
球
根
が
大
塚
の
子
ど

も
た
ち
の
手
で
植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
お
と
と
し
か
ら
始
め
ら

れ
た
も
の
で
、
中
戸
、
大
塚
、
そ
し
て

今
年
は
大
増
の
予
定
で
す
。
来
年
の
春

に
は
大
増
で
も
き
れ
い
な
ス
イ
セ
ン
の

花
が
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

          

公
衆
ト
イ
レ
を
新
設 

　
こ
の
た
び
、
役
場
庁
舎
と
公
民
館
の

間
に
、
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し

た
。
以
前
に
は
、
夜
間
駐
車
場
を
利
用

す
る
方
が
、
公
民
館
や
役
場
の
ト
イ
レ

を
利
用
で
き
ず
に
不
便
を
き
た
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
二
十
四
時
間
利
用
で

き
る
公
衆
ト
イ
レ
設
置
の
要
望
も
あ 

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の 

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い 

 ︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

   

 

　
大
字
瓦
谷
の
こ
ん
こ
ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
創

立
一
周
年
記
念
と
し
て
、
四
月
二
十
四
日
か

ら
五
月
六
日
ま
で
、
や
さ
と
狐
塚
会
（
海
野

イ
サ
ム
会
長
）
に
よ
る
や
さ
と
の
仲
間
た
ち

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
八
郷
町
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
も
の
づ
く
り
仲
間
ら
が
昨
年
手
作

り
で
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、
仲
間
同
士
が
情

報
を
交
換
し
合
っ
た
り
、
作
品
発
表
を
し
た

り
、
八
郷
町
の
情
報
を
発
信
し
た
り
す
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
展
に
は
約
四
十
人
の

作
家
に
よ
る
作
品
が
合
わ
せ
て
二
百
五
十
点

展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
会
長
の
海
野
さ
ん
は
「
普
段
は
一
緒
に
活

動
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

通
し
て
仲
間
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
い
」
と
一
年
間
を
振
り
返
り
、

「
そ
れ
と
何
と
言
っ
て
も
作
品
を
見
に
来
て

く
れ
た
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
私
た
ち
に
と

っ
て
貴
重
な
宝
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
こ
れ
か

ら
も
企
画
展
や
個
展
な
ど
を
随
時
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。 

　
科
学
技
術
週
間
の
一
環
と
し
て
柿
岡
の
地
磁

気
観
測
所
で
は
、
四
月
十
九
日
に
施
設
の
一
般

公
開
が
行
わ
れ
、
百
二
十
人
余
り
が
参
加
し
ま

し
た
。 

　
一
般
公
開
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
、
実
験
や

体
験
、
最
新
の
観
測
施
設
や
大
正
時
代
の
観
測

室
な
ど
を
順
に
見
て
ま
わ
る
コ
ー
ス
を
設
け
、

各
場
所
で
は
担
当
職
員
が
見
学
者
に
て
い
ね
い

に
説
明
、
実
演
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
所
が
観
測
し
て
い
る
地
磁
気
、
地

電
流
、
空
中
電
気
に
つ
い
て
観
測
の
目
的
や
生

活
と
の
関
わ
り
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
ポ

ス
タ
ー
を
は
じ
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ニ
メ
な
ど
で
分
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
、
電
磁
気
現
象
に
つ
い
て
の

実
験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
地
磁
気
が
地
球
環
境
に
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
声
も
あ

が
り
、
大
変
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
地
磁
気
観
測
所
で
は
こ
れ
か
ら
も
科
学
技
術

週
間
に
あ
わ
せ
て
施
設
の
一
般
公
開
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。 

地
磁
気
観
測
所
で
施
設
を
公
開 

八
郷
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
作
品
を
展
示 



⒂

　
農
産
物
等
の
直
売
所
が
下
青
柳
の
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
入
口
に
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
五
月
二
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
直
売
所
に
は
オ
ー

プ
ン
当
初
で
百
五
十
人
余
り
の
出
荷
会
員
の
登

録
が
あ
り
、
店
内
で
は
野
菜
や
花
、
炭
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち

は
「
商
品
に
生
産
者
が
書
い
て
あ
る
の
で
安

心
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
直
売
所
わ
き
に
は
観
光
案
内
所
が
併

設
さ
れ
、
八
郷
町
す
て
き
旅
案
内
人
の
会
（
鯉

渕
徳
松
会
長
）
に
よ
る
町
内
の
観
光
案
内
も
行

わ
れ
ま
す
。 

り
、
新
設
し
た
も
の
で
す
。
今
後
み
な

さ
ん
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

             

　
世
間
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と

一
ま
と
め
に
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て

そ
れ
ぞ
れ
の
祝
日
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
の
も
面
白
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
み

ど
り
の
日
は
昭
和
天
皇
の
誕
生
日
に
あ

た
り
、
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
そ
の

恩
恵
に
感
謝
す
る
日
、
憲
法
記
念
日
は

日
本
国
憲
法
の
施
行
を
記
念
す
る
日
、

こ
ど
も
の
日
は
、
子
ど
も
の
幸
福
を
願

う
日
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
両
親
に

い
ろ
い
ろ
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

え
る
楽
し
い
日
で
し
た
が
、
大
人
に
な

る
と
そ
れ
も
な
く
な
り
、
一
つ
の
休
日

に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
気
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
提
案
な
の
で

す
が
、
こ
ど
も
の
日
は
、
私
達
を
生
ん

で
く
れ
た
両
親
に
感
謝
す
る
日
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　（
Ｋ
） 

　
「
こ
の
喜
び
は
一
言
で
は
言
い
表
せ
ま
せ

ん
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
。
四

月
二
十
九
日
付
け
で
発
表
さ
れ
た
春
の
叙
勲

で
、
嘉
良
寿
理
の
島
田
操
さ
ん
が
勲
五
等
双
光

旭
日
章
を
受
章
し
ま
し
た
。 

　
島
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
土
地
家
屋

調
査
士
の
資
格
を
取
得
、
土
地
家
屋
調
査
士
の

登
録
を
し
て
か
ら
事
務
所
を
開
き
、
現
在
に
至

る
ま
で
の
五
十
二
年
間
、
職
務
に
尽
力
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
十
三
年
に
茨
城
土
地
家
屋
調
査

士
会
会
長
、
日
本
土
地
家
屋
調
査
士
会
常
任
理

事
な
ど
の
要
職
を
経
て
、
石
岡
か
ら
下
林
に
事

務
所
を
移
し
、
現
役
と
し
て
今
も
な
お
活
躍
中

で
す
。 

　
土
地
家
屋
調
査
士
と
は
、
新
し
い
土
地
に
建

物
を
建
て
る
と
き
に
、
土
地
境
界
を
公
正
な
立

場
で
確
認
し
、
土
地
境
界
確
定
図
を
作
成
し
た

り
、
境
界
立
ち
会
い
や
、
建
物
の
表
示
登
記
を

法
務
局
に
申
請
し
た
り
す
る
仕
事
。
「
あ
ま
り

表
に
出
な
い
仕
事
で
す
が
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
仕
事
で
す
」
と
島
田
さ
ん
。
「
仕
事
を
し
て

き
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
測
量
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
お
客
さ
ん
か
ら
、
建
物
が
完
成
し
た

後
に
登
記
の
依
頼
を
受
け
た
と
き
で
す
ね
」
と

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。 

　
そ
ん
な
島
田
さ
ん
が
仕
事
を
す
る
う
え
で
信

条
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
仕
事
に
対
し
て
の
プ

ラ
イ
ド
を
持
つ
こ
と
と
、
身
だ
し
な
み
を
整
え

る
こ
と
で
、
仕
事
が
急
に
入
っ
て
も
す
ぐ
に
行

動
で
き
る
よ
う
人
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

　
最
後
に
「
こ
れ
か
ら
は
地
元
の
み
な
さ
ん
の

相
談
相
手
と
し
て
地
域
の
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
生
涯
現
役
の
意
思
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

  

柴さん 

小池さん 

直
売
所
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
オ
ー
プ
ン 

 
春
の
叙
勲
　
勲
五
等
双
光
旭
日
章
　
土
地
家
屋
調
査
士
　
島
田
　
操
さ
ん
（
72 

）
嘉
良
寿
理 

編
集
室 
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　やさと温泉ゆりの郷の優待券を持参されますと、平日に限

り利用料金800円が半額の400円でご利用できます。 

　また、郵便はがきで個人宛てに送られた無料券は、平日に

限り利用料金が無料になります。 

 

　優待券は町が300円、八郷町農協が100円を負担するもので

す。無料券は町が600円、八郷町農協が、200円をそれぞれ負

担するものです。詳細は次のとおりです。 

 

平日半額優待券 
　平成15年４月１日現在八郷町の住民基本台帳に記載されて

いる世帯（１世帯当たり２枚）に配布します。 

※世帯員の方ならどなたでも使用できます。１回の利用につ

　き１枚をご使用してください。　 

無料券 
　平成15年４月１日現在で70歳以上の人（１人当たり１枚）

に配布されます。※使用は本人に限られます。 

 

　有効期限はいずれも平成16年3月31日までです。 

　 

利用できる日は休館日（第２第４月曜日、これらが祝日に当

たった場合はその翌日）と休日（土・日・祝日）を除く月曜

日から金曜日の午前10時から午後10時までの間です。 

　なお、優待券・無料券は紛失されても再交付はしません。 

優待券・無料券の利用について 

　露天風呂ならではの開放的な気分に浸れます。眼前に秀麗な筑波山 

の姿を望める絶好の位置にありますので、眼と体の疲労を同時に優しく 

ほぐしていただけます。 

平日半額優待券  

●本券はご来場の際、必ずフロント受付にご提出下さい。 
●平日のみ、お一人様一回限りご利用料金が半額となります。 
●有効期限　　平成１６年３月３１日 

八郷町大字小幡１４１６ 
TEL　０２９９－４２－４１２６ 

や
さ
と
温
泉
　

ゆ
り
の
郷 

平日半額優待券  

●本券はご来場の際、必ずフロント受付にご提出下さい。 
●平日のみ、お一人様一回限りご利用料金が半額となります。 
●有効期限　　平成１６年３月３１日 

八郷町大字小幡１４１６ 
TEL　０２９９－４２－４１２６ 

キリトリセン 

キリトリセン 

キ
リ
ト
リ
セ
ン 

　
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
は
、
平
成
十
二
年
七
月
二
十
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
も
っ
と
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
広
報
や
さ
と
五
月
号
に
は
、

平
日
半
額
優
待
券
を
刷
り
込
ん
で
い
ま
す
。
切
り
離
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
別
に
七
十
歳
以
上
の
人
に
は
無
料
券
が
郵
便
で
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 




